
■「目視及び部分打診」と「落下により歩行者等に危害を加える部分についての全面打診等」の間隔の一例
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例
１

☆ ★ ☆ ☆ ☆ ★

12年目に全面打診等が
行われている場合、全面
打診等の後10年を超え
る24年目には全面打診
等が必要

例
２

☆ ☆

外
壁
改
修

☆ ☆ ☆ ★

13年目の外壁改修の予
定が確実であれば、12
年目での全面打診等は
不要。また、外壁改修後
10年を超える24年目に
は全面打診等が必要

凡例 ☆：定期調査（目視及び部分打診、ただし異常が認められた場合は全面打診等）

★：定期調査（落下により歩行者等に危害を加えるおそれのある部分についての全面打診等）
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竣　工　後　の　年　数　経　過


